
　　　　第６３７号　（令和７年７月１６日）

　　　山形県水産研究所
　　　　ＴＥＬ０２３５（３３）３１５０　ＦＡＸ０２３５（３３）０３７９
　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：://www.pref.yamagata.jp/ou/norinsuisan/147010/

※ ”平年並み”は約２年に１回、 ”やや”は約３年
に１回、 ”かなり”は約７年に１回、“はなはだ”
は２２年に１回の出現確率

2025年7 月中旬～9 月の海況
（北部日本海周辺を抜粋）
○能登半島北東端に暖水域が出現する。
佐渡島東方の暖水域は停滞する。

○佐渡島沖の冷水域は規模・接岸距離
ともに平年並みで経過する。

○入道埼沖の冷水域は規模・接岸距離
ともに平年並みで経過する。

１．２０２５年度第２回日本海海況予報
（国立研究開発法人水産研究・教育機構）

７月中旬～９月までの日本海海況予報は以下のとおりです。
・対馬暖流域の表面水温は、”平年並み”で経過する。
・対馬暖流域の５０m深水温は、日本海西部及び北部ともに”平年並み”で経過する。

２．沿岸スルメイカ漁（いか一本釣り）の状況

５～６月の本県の漁獲状況は以下のとおりです。
・出漁のべ隻数：４隻
（前年比２％、平年比２％）

・漁獲量：０．５トン
（前年比１．４％、平年比０．４％）

・魚体サイズ：バラ入が主体となっています。
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漁海況情報

酒田

加茂

鼠ヶ関

飛島表層

かなり高い

24.5℃

23.8℃

24.4℃

24.0℃

24.1℃

23.4℃

最上丸：酒田沖

月峯： 加茂沖

鼠ケ関沖
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やや低い

地先平均水温（６月） 単位：℃

場　　　　所 水温 前年差 平年差 評　価

水産研究所（鶴岡市加茂港内） ２０．８ －０．７ ＋１．１ やや高い

栽培漁業センター(鶴岡市三瀬地先） １８．８ －０．４ ＋０．５ やや高い
・水産研究所「最上丸」と庄内総合支庁水産振興課「月峯」は、それぞれ６月２３日と６月３０日に沿岸の水温観測を
実施しました。その結果、５０ｍ層は「はなはだ高い」、表層、１００ｍ層、１５０ｍ層は「かなり高い」 、２００ｍ層は「やや
高い」、３００ｍ層は「やや低い」でした。
・６月の地先水温は、鶴岡市加茂（水産研究所） 、鶴岡市三瀬（栽培漁業センター）ともに「やや高い」でした。
・国立研究開発法人水産研究・教育機構は、７月１０日に「２０２５年度第２回日本海海況予報」を発表しました。
○対馬暖流の表面水温は、”平年並み”で経過する。
○50m深水温は、日本海西部および北部ともに”平年並み”で経過する。

・沿岸スルメイカ漁によるスルメイカの水揚げは6月中旬から始まり、6月は０．５トンと平年を大きく下回りました。
（前年比１．４％、平年比０．４％）

沿岸２５海里定点各層別の平均水温（６月下旬観測値） 単位：℃

表層 ５０ｍ層 １００ｍ層 １５０ｍ層 ２００ｍ層 ３００ｍ層

本　年 ２３．８ １５．７ １２．３ １１．３ ８．７ １．７

前年差 ＋１．５ ＋０．９ ＋１．４ ＋１．０ －０．２ －０．５

平年差 ＋２．２ ＋１．６ ＋１．０ ＋１．３ ＋１．３ －０．３

評　価 かなり高い はなはだ高い かなり高い かなり高い やや高い やや低い

(前月評価) （やや低い） （平年並み） （平年並み） （平年並み） （平年並み） （やや低い）

評価の表現：”平年並み”は約２年に１回、”やや”は約４年に１回、”かなり”は約１０年に１回、”はなはだ”は約２０年以上に１回の
　　　　　　　　　出現確率を表しています。



最上丸の調査予定（７月中旬～８月上旬）

＊平年比は令和元年～令和5年までの平均値と比較した値です。
＊平年比85％～115％は「平年並み」、平年比84％以下は「平年を下回る」、平年比116％以上は「平年を上回る」としました。

全漁業支所別漁獲量 単位:隻、kg

支所 吹浦 飛島 酒田 加茂 由良 豊浦 温海 念珠関 計 前年比 平年比

延べ操業隻数 91 167 205 125 243 176 116 554 1,677 75% 81%

総漁獲量 2,296 8,361 38,570 62,664 59,048 46,486 7,387 68,405 293,217 77% 56%

前年比 18% 82% 59% 90% 84% 93% 104% 70% 77%

平年比 15% 66% 26% 96% 81% 107% 143% 42% 56%

底びき網漁業 単位：隻、ｋｇ

支所 吹浦 酒田 由良 豊浦 念珠関 計 前年比 平年比

延べ操業隻数 21 47 30 129 227 72% 68%

タイ類 1,852 2,564 580 3,710 8,706 154% 84%

ヒラメ 30 717 495 293 1,536 60% 53%

口細（マガレイ） 292 186 32 509 65% 19%

ムシガレイ 9 1,072 877 670 2,629 134% 70%

ヤナギムシガレイ 381 212 45 638 96% 56%

ハタハタ 2 3 68 8 80 67% 7%

ホッケ 79 9 27 12 127 4% 0.3%

アンコウ 5 776 485 551 1,817 44% 43%

ウマヅラ 356 63 2 421 82% 25%

スルメイカ 142 9,541 5,430 17,000 32,112 45% 27%

タコ類 23 49 572 643 46% 27%

紅エビ（ホッコクアカエビ） 142 6,315 6,457 78% 88%

ニギス 18,255 7 1,015 19,277 160% 294%

マフグ 238 6,393 3,896 10,715 21,242 155% 293%

マダラ 133 44 138 198 513 12% 6%

その他 1,731 3,598 2,665 9,393 17,387

計 22,974 25,474 15,113 50,532 114,093 76% 47%

前年比 82% 82% 110% 72% 76%

平年比 31% 72% 103% 46% 47%

定置網漁業 単位：隻、ｋｇ

支所 加茂 由良 豊浦 計 前年比 平年比

延べ操業隻数 7 15 20 42 89% 65%

ヒラメ 146 534 463 1,143 117% 87%

ウマヅラ 196 829 1,211 2,235 102% 129%

トビウオ 0 3 4 12% 1%

フグ類 1,345 3,850 1,722 6,917 69% 75%

ブリ類 2,514 5,798 4,556 12,868 49% 45%

アジ 1,133 2,910 3,959 8,003 69% 54%

サバ 679 2,263 5,272 8,214 968% 322%

その他 1,903 3,541 3,774 9,218

計 7,916 19,727 20,957 48,600 81% 77%

前年比 106% 78% 78% 81%

平年比 81% 74% 109% 77%

その他の漁業 単位：隻、ｋｇ

漁業種類
いか一本釣

漁業
ごち網
漁業

はえなわ
漁業

一本釣
漁業

かご
漁業

延べ操業隻数 6 37 256 130 80

総漁獲量(kg) 5,242 32,588 2,635

前年比 65% 135% 91%

平年比 49% 187% 80%

対象魚種 スルメイカ ヒラメ キス メバル類 ウマヅラハギ サザエ タイ類 タイ類 メバル類 浅海性バイ類

漁獲量(kg) 525 281 189 389 447 14 8,718 1,831 464 4,427

前年比 2% 71% 26% 46% 34% 40% 204% 83% 86% 88%

平年比 1% 61% 30% 66% 10% 6% 118% 77% 86% 78%

32%

131

さし網漁業

5,653

49%
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・延べ操業隻数は１，６７７隻で平年比８１％、総漁獲量は２９３トンで平年比５６％でした。
・底びき網漁業の漁獲量は１１４トンで平年を下回りました。ニギスおよびマフグは平年を上回り、タイ類、ヒラメ、
口細（マガレイ）、ムシガレイ、ヤナギムシガレイ、ハタハタ、ホッケ、アンコウ、ウマヅラハギ、スルメイカ、タコ類
およびマダラは平年を下回りました。紅エビ（ホッコクアカエビ）は平年並みでした。マダラの幼魚である甘子の漁獲
はありませんでした。
・定置網漁業の漁獲量は４８．６トンで平年を下回りました。ウマヅラハギおよびサバは平年を上回り、トビウオ、
フグ類、ブリ類およびアジは平年を下回りました。ヒラメは平年並みでした。
・採貝藻漁業の漁獲量は１８．３トンで平年並みでした。サザエは平年を上回り、イワガキおよびモズクは平年を
下回りました。アワビおよびナマコは平年並みでした。
・その他の漁業では、ごち網漁業のタイ類は平年を上回り、いか一本釣り漁業のスルメイカ、さし網漁業のヒラメ、
キス、メバル類、ウマヅラハギ、サザエ、はえなわ漁業のタイ類およびかご漁業の浅海性バイ類は平年を下回りま
した。一本釣漁業のメバル類は平年並みでした。

採貝藻漁業 単位：隻、ｋｇ

支所 吹浦 飛島 酒田 加茂 由良 豊浦 温海 念珠関 計 前年比 平年比

延べ操業隻数 60 85 46 35 95 55 65 296 737 78% 108%

アワビ 15 1 19 27 30 5 30 127 108% 89%

サザエ 59 1,725 5 588 742 221 441 5,142 8,923 85% 160%

イワガキ 1,703 2,151 81 1,236 416 224 156 5,966 60% 65%

ナマコ 160 304 30 87 95 675 3377% 99%

モズク 6 150 36 912 415 223 3 1,745 29% 44%

その他 63 2 16 124 627 832

計 2,005 1,878 2,460 754 2,934 1,167 1,017 6,052 18,268 64% 89%

前年比 47% 85% 96% 51% 46% 39% 44% 95% 64%

平年比 50% 124% 71% 99% 71% 66% 75% 171% 89%

・マガレイ等の稚魚調査を行います。
・鼠ケ関沖のズワイガニ漁場において分布調査を行います。
・沖合礁において底びき網調査を行い、漁場情報を提供します。


